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	最新の放射線治療では、治療計画から出力されるDICOM情報やIGRT（画像誘導放射線治療）に使用される画像データを取り扱うことが多くなっています。今回のセミナーを受講することで、治療計画データ（DICOM RT）や画像データの解析ソフトウエアの作成方法を一から学ぶことができます。皆様奮ってご参加ください。
	スライド番号 2

